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★書き込み自由・試験終了後は、再試レポート用に持ち帰ること！





問１：日本の世帯数の将来推計（全国推計）令和 6（2024）年推計の結果について、もっとも正しいと思うものを１つ選び、番号で答えなさい。

1　世帯総数はなお増加を続けるが、人口減少を反映し2030年をピークに減少に転じる。	Comment by 俊彦 原: 日本の総人口は2008年以降、、減少傾向にあるので、世帯総数がいつまで増え続けることはありえない。世帯数の増加の主要な要因は高齢単独世帯の増加（配偶者との離別死別の増加）なので、65歳以上の高齢者の減少が始まる2030年以降に世帯数の方も減少し始める。
正しくは、第4回講義の配布資料にあるように、
世帯総数は2030年をピークに減少、2050年の平均世帯人員は1.92人に 
2　平均世帯人員は「世帯の単独化」から減少傾向にあったが、世帯数が減少に転じることにより低下に歯止めがかかり、2050年には2.21人と現在の水準まで回復する。	Comment by 俊彦 原: 前半は正しいのだが、2050年には2.21人と現在の水準まで回復するというのは、ありえない話。正しくは、第4回講義の配布資料にあるように、
平均世帯人員は、「世帯の単独化」が一層進むことにより、2020年の2.21人から減少を続け、 2033年に初めて２人を割り込んで1.99人に、2050年には1.92人となる 
3　2050 年には単独世帯が過半数となり、3000万世帯となる。　	Comment by 俊彦 原: 単独世帯が過半数ということは、1人暮らしの人の方が家族で暮らす人より多くなる訳で、大変なことになるので、たとえ、予測であっても新聞の見出しに出ます。そのような状況になれば、遠からず、家族は消滅します。当正しくは、2050年には単独世帯が44.3%、2,330万世帯に 
4　65 歳以上の高齢世帯数のピークは2025年、75 歳以上の世帯は、団塊の世代が後期高齢者となるため減少し続ける。	Comment by 俊彦 原: 2025年以降は、65からの74際までの前期高齢者より、75歳以上の後期高齢者の方が多くなる（第一次ベビーブーム層／団塊の世代の高齢化）ので、前期高齢世帯は減りだすと思いますが、65歳以上の高齢世帯は後期高齢者の世帯も含むので、ピークは2025年より後になると考えられます。75歳以上の世帯も、いずれは団塊の世帯がなくなるの減ってきますが、団塊ジュニア世代が75歳以上になれば、また増加します。ややこしい話しですね。
で、正しくは
65歳以上の高齢世帯数のピークは2045年、75歳以上の世帯はいったん減少し た後再度増加する 
5　2050年の男性高齢単独世帯の３割は未婚、近親者のいない高齢単独世帯が急増する。	Comment by 俊彦 原: 男性の生涯未婚率（50歳時の未婚率）はすでに30％を超えています。だから、2050年に3割ということはないはずです。
正しくは、・2020～50年の間に、高齢単独世帯に占める未婚者の割合は、男性33.7%→59.7%、女性 は11.9%→30.2%となり、近親者のいない高齢単独世帯が急増する。 

正解　１	Comment by 俊彦 原: いずれにせよ、現在20歳ぐらいの人が50歳になるのが2050年（30年後）の家族の世界なので、自分ごととして、捉えて下さい。

問２：家族に関する用語について、もっとも正しいと思うものを１つ選び、番号で答えなさい。
　
１　自分が生まれた家族のことを生殖家族、自分が形成した家族のことを定位家族という。生殖家族は選べないが、定位家族は選べる。
２　家族の類型には、アメリカ・イギリスなどのアングロサクソン系に特徴的な直系家族制、ドイツや日本などに見られる夫婦家族制、中近東やアフリカなどで一般的な複合家族制の３つがある。
３　家族の分類には、核家族（夫婦と子ども）、複数家族（複数の世代を含む）、拡張家族（親族以外の者も含む）の３つがある。
４．家族の継承という面では、男性の血族を中心に家族を継承してゆく家父長制と、女性の血族を中心に家族を継承してゆく家母長制、男女の双方の血族を継承してゆく双系制がある。
５　インセスト・タブー（近親相姦禁止規則）とは親子・きょうだい間など、近親間の性的関係をタブー（忌避・禁止）とする社会規範をいう。時代や地域により禁止の範囲は異なる。

正解　５






問３：パーソンズによる核家族の役割構造・機能について、もっとも正しいと思うものを１つ選び、番号で答えなさい。

１　家族内の権力（Power）関係では、親は子に対して優位、子は親に対して劣位となるが、子に対しては父親の方が母親より優位に立つ。	Comment by 俊彦 原: 前半はその通りなのですが、後半の「子に対しては父親の方が母親より優位に立つ」は日本などの直系家族制の国の父権主義の家族システムなので、タルコット・パーソンズが記述した、第二次世界大戦後の、アメリカの家族（夫婦家族制でイコールパートナーシップ）には当てはまりません。
２　家族内の権力（Power）関係では、父親は母親に対し優位に立つが、息子・娘間、兄弟・姉妹間は対等である。	Comment by 俊彦 原: ここは、前半の「家族内の権力（Power）関係では、父親は母親に対し優位に立つが。」は日本などの直系家族制の国の父権主義の家族システムの特徴。ちなみに、兄弟・姉妹間でも、年齢差や男女差を気にするのも、日本などの直系家族制の国の父権主義の家族システムの特徴。もっとも、欧米の兄弟姉妹でも、年長の子が年少の子の世話をすることはありますので、その点は誤解しないように。ただ、きょうだいしまいはイバル関係になることが多いので、必ずしも良い関係とはいえません。
３　役割（ロール）関係では、男性（夫・父・息子・兄弟）は対外的役割を、女性（妻・母・娘・姉妹）は内部的役割をになう。	Comment by 俊彦 原: パーソンスは、この通りに言っているので、これが正解ですが、ジェンダー平等が追求される現代では、このような性別役割分業は否定されつつあります。私自身は、合意の元での性別役割分業はあった方が、家族機能を強化すると考えています。そうでないと、一緒に暮らす意味がないと思います。
４　男性（夫・父・息子・兄弟）は集団の維持と成員の統合をはかるために表出的（expresseive）な行動を、女性は外部への適応と課題遂行をはかるため手段的（instrumental）な行動を取る。	Comment by 俊彦 原: 全く逆なのでXです。
正しくは、男性（夫・父・息子・兄弟）は外部への適応と課題遂行をはかるため手段的（instrumental）な行動を、女性は集団の維持と成員の統合をはかるために表出的（expresseive）な行動を取る。
５　パーソンズは核家族の主要な機能として子ども養育と老親の介護を挙げている。	Comment by 俊彦 原: パーソンズは、核家族の主要な機能として、情緒的な結合のようなことしか言ってないので、☓です。その点、特に子ども養育と老親の介護を挙げてたのは、日本の家族社会学の草分け的存在である盛岡清美先生。名前から女性研究者と勘違いされる事が多いが、男性。すでに故人。優しい先生でした。

正解　３



問４：子どもの養育と社会化について、もっとも正しいと思うものを１つ選び、番号で答えなさい。

１　児童手当は親であっても子どもの監督・保護をしていない場合は支給されない。	Comment by 俊彦 原: 正解ですが、実際に、実のの親でありながら、子どもの監督・保護をしていないと判定されて、支給されないケースは稀だと思います。おそらく、それが該当するのは子どもが施設などに保護されている場合に限られると思います。
２　社会化とは、子供や、その社会の新規参入者が、その社会の文化、特に価値と規範から逸脱することをいう。	Comment by 俊彦 原: 逸脱ではなく、適応することをいいます。
３　社会化の担い手は学校・同世代・メディア・職場などであり、家族の役割は社会から子どもを守ることにある。	Comment by 俊彦 原: 前半は第2次社会化のことで、
第2次社会化：児童期後期から成熟期。社会的役割の習得。担い手は家族から学校・同世代・メディア・職場となる。
ですが、後半は第1次社会化：幼児期から児童期。言語や基本的な生活習慣の習得。担い手は主に家族。母親との1対1の関係から始まる。
のことなので、間違いです。
しかし、第2次社会化で、子どもを無条件で社会から守れるのは家族だけではないかという気もしますね。すべての家族に該当するわけではありませんが、
４　現在の日本で子育てに必要な費用（0歳～22歳まで）は最低でも1人3000万円ほどかかるが、その大部分が無償化されることなどありえない。	Comment by 俊彦 原: 私自身の試算によれば、現在、合計2295.7万円なので、最低限度の85％程度の無償化は可能だと思っています。少なくとも、「その大部分が無償化されることなどありえない」とはいえないので☓です。
しかし、最低限の話しなので、スカイキャスルみたい、受験競争を続ければのであれば、いくらあっても足りません。子育ての成功・失敗の基準を考え直さないとね。
５　「子どもの養育の社会化」が進めば進むほど、親子の経済的・時間的結びつきは強くなる。	Comment by 俊彦 原: 親子の経済的・時間的結びつきは弱まるが正解です。
まあ、その分、社会と子どもの結びつきは強まると思いますが、自由な個人に育つかどうかは疑問ですね。

正解　１







問５：老親の扶養について、もっとも正しいと思うものを１つ選び、番号で答えなさい。

１　親が80歳以上の「老人扶養親族」(本人の公的年金等の収入金額が158万円以下)である場合、子は同居老親等58万円、同居老親等以外48万円の扶養控除が適用となり、課税所得が減額される。	Comment by 俊彦 原: 親が70歳以上
が正しい。ただ、年金と同じで、いすれは80歳以上になるかも知れない。
この法律、悪意に解釈すれば、高齢の親には節税効果化があるともいえる。
２　老人（老親）の介護には、介護保険制度の利用（介護サービス：居宅・地域密着型・居宅介護支援・介護保険施設など）が可能となっており、家族介護の必要性は急速に低下している。	Comment by 俊彦 原: 前半はOKだけど、だからって、家族介護の必要性が急速に低下しているとはいえない。
★昔は、平均寿命が短ったので、なんとかなったけど、このまま行くと、また元に戻る可能性もある。
３　高齢者の介護が問題化したのは高齢化率が15％を超えた1980年代以降であり、それ以前は高齢者の貧困問題の方が深刻だった。	Comment by 俊彦 原: 高齢化社会が65歳以上の高齢者の割合が「人口の7％」を超えた社会を指すのに対して、65歳以上の高齢者の割合が「人口の14％」を超えた社会を「高齢社会」と呼びます。14％という数字は、高齢化社会の基準である高齢者割合7％を2倍にしたものです。日本では、1995年の時点に高齢化率14.6％を超え、高齢社会に突入しています。 
★とのことなので、15％を超えたのは1980年代ではなく、1995年以降ですね。むかし（戦後1950年－60年代までは、高齢者の貧困問題の方が深刻だったのは事実です。ただ、年金制度などが崩壊してゆくと、また、高齢者の介護より貧困問題に戻ってしまう可能性もあるので心配です。
４　一般世帯に占める高齢者世帯の割合は、2020年の37.6%から2050年には45.7%。一般世帯の半数近くが高齢者世帯となり前期より後期高齢者世帯の方が多くなる。	Comment by 俊彦 原: これはそのとおりで、正解ですが、2050年の時点では、元気な高齢者世帯も今より多くなると思うので、それほど悲観したもんでもないと思います。たとえば、外付けの認知症予防アプリとか。外出サポート。白内障手術の普及、人工股関節、外受けのモーバイルスーツなどで、高齢者がサイボーグ化する可能性もあります。この場合は、介護不要になるかも。
５　一般世帯に占める65 歳以上の単独世帯の割合も、2020年の30%から一貫して上昇し、2050年には50%へ。独居老人が多くなる。彼らの多くは家族や親戚を持たないため、介護保険制度などの社会的支援の充実が期待されている。	Comment by 俊彦 原: 高齢化率が40％に近づけば、一般世帯の半数近くが高齢者世帯になるというのはあり得ますが、高齢者単独世帯だけで、半数を超えることはないと思います。
（高齢者夫婦など複数暮らす人が0にならない限り）
だから、間違いです。
正しい情報は、
４ 2050年の男性高齢単独世帯の6割は未婚、近親者のいない高齢単独世帯が急増 ・2020～50年の間に65歳以上男性の独居率は16.4％→26.1％、女性は23.6％→29.3％ となり、特に男性の単独世帯化が大きく進む。 (p.13) ・2020～50年の間に、高齢単独世帯に占める未婚者の割合は、男性33.7%→59.7%、女性 は11.9%→30.2%となり、近親者のいない高齢単独世帯が急増する。（p.13～14） 
なので、男性の高齢単独世帯の50％以上が未婚者になります。


正解　４


問６　次の３つの設問のうち１つを選んで、答えなさい。
①児童虐待の事例「池田詩梨（ことり）ちゃん事件」について、あなたの感想・考え・意見を述べなさい。 （400文字程度）
②講義で紹介した「早婚晩産のススメ」について、あなたの感想・考え・ライフプランを述べなさい。（400文字程度）
③「家族の未来」について、あなたの考えを述べなさい。 （400文字程度）
設問番号を記入⇒テーマを記入⇒枠内に自分の考えを書くこと。
例：
設問番号①
テーマ：「池田詩梨（ことり）ちゃん事件」について

＊解答者全員　満点（50点）でした。
自分自身の問題として、家族を捉えるという点で、この講義の狙いどおり。
皆さん、具体的に自分の考えを述べていて、感動しました！
パチパチパチ！


1

image1.emf
令和 ６ 年度・前期 定期試験   問題用紙          令和 ６ 年 ８ 月 ６ 日（ 火 ）   日本医療大学   総合福祉学部  

科 目 名  家族 社会学   □ CM   □ SW   ■ 共通   所属 学科  学科  

学籍 番号   

講 師 名  原   俊彦   ■ 本試験   □再試験     □追試験   氏    名   

 


